取扱説明書 


日立リビングサプライ 


保証書付 


な証書はこの取扱説明書の裏表紙についていまずので、 
お買い上げの販売店の記入をお受けください。 


家庭用コードレススチームアイ□ン 


CSI-33 お 


このたびは、コードレススチームアイ□ンをお求めいただを、まことにありがとうございました。 
この「取扱説明書」をよくお読みになり、正しくご使用ください。 

なお、お読みになった後は、大切に保巧し、必要なときお読みください。 



■絵表示の見かたと温度の関係 .] 0 


■上手なアイ□ンのかけかた . 11 


Hitachi Living SystemsI ま 
曰立リビングサプライの英文社名です。 


■お手入れ . 12 

■故障かな？と思ったら . 13 

■保証とアフターサービス . 14 


■保証とアフターサービス . 14 



♦このアイ□ンは一般家庭用です。他の用途でのご使用はしないでください。 

思わめ事故の原因となります。 

♦地震•火災など緊急時や異常時には、直ちに電源プラグを抜き、ご使用を中止してください。 



















安をのため必ずお読み < ださい 


お使いになる人や他の人への危書、財産への損書を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、 
なのよラに説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じるを喜や損喜の程度を、次の表示で区分し、 


説明しています。 

A 警告 

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容 
です。 

A 注意 

この表示の欄は、「損書を負ラ可能性または物的損書のみび発生する可能性 
び想定される」内容です。 


■お守りいただく内容の種類を、次の給表示で区分し、説明しています。 

(下記は、絵表示の一例です。） 


0 

このよラな絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。 

〇 

このよラな絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。 


A 警告 



子供だけでほわせた0、巧巧の手の届<所でほわない 

I やけど-感電-けびをする恐れびあります。 











A 警告 


めれた手で電源プラグの 
巧を是しはしない 


儀) 


めれ手禁止 



電源プラグ•コードを 
破損するぶ5なことはし 


0 


感電の原因になります。 


傷つけたり•加工したり•無理 
に巧げたり•引っ張ったり•ね 
じったり•束ねたり•重い物を 
載せたり•高温部に近づけたり 
しない。傷んだまま使用する 
とシヨート•感電•乂災の原因 
になります。 


電源プラグは根元まで確 
実に是し込む 


〇 



差し込みび不完全ですと、発熱 
による火災の原因になります。 

/傷んだ電源プラグ、ゆる\ 
んだコンセントは使わな 
、いで < ださい。 ノ 


電源プラグのほこり等は定期的に巧る 


〇 


電源プラグにほこり等びたまると、湿気等で絶縁不良となり、乂災の原因となります。 
♦電源プラグを巧さ、乾いた布でおいてください。 


A ミ主意 


電源プラグを巧くとまは、コードを 
持たずに化ず巧端の電源プラグを 
持って引を巧< パ巧 


〇 


感電やシヨートして発火の原因になります。 


—ドを巻を取るとまは、電源プラグと 
ードを持って巻を取る 

%ぶ 



ケースをスタンドに確実にセツトする 
こと（運搬時）^ 


〇 


アイ□ン、スタンドび落下してけびの原因に 
なります。 


アイ □ ンの近くで可燃性ガス 
(ベンジンなど）び発をするをのを 
ほ用しない 


0 


乂災や故障の原因になります。 









A 注意 



-発乂することびあります。 


熱いスチームを手やひざにかけない 




接触禁止 


やけどの原因になります。 



アイ□ンを傾けた D 、 前をにはばし< 
動かさない 

熱湯び吹さ出て、やけどの原因になります。 


人や身な:および着用したままの服に、 
スチームをかけない 


0 



ほ用時な巧は電源プラグをコンセント 
か6巧< 




電源プラグを巧く 


絶縁劣化による感電•漏電乂災の原因になります。 


高温部（かけ面-カバー-スタンド • 
水タンクの下部）に手を触れない 




接触禁止 



やけどの原因に 
なります。 


スタンドの接点にピンや針金で 
触れない -- / 


0 


感電の原因に l/wu 


r スチーム増量ボタン J を連続して 
早く操作しない / / 


やけどをするおそれびあります。 


4秒間隔より早く操作すると、湯滴び出てやけど 
をするおそれびあります。 













※製品を落として亀裂や破損をした場合は、ご使用をやめてお買い巧めの販売店に点検•修理依頼を// 


捆包しているケースをはずずとを 


個包材が入っているためはずしにくい場合がありますので、次の手順で行ってください。 


1. 底面の透明シートを破り、シートを開いて 
周囲より巧し下げる。 

傷付さを防ぐため、やわらかい布の上で 
おこなってください。 


2. テーブル などに置いてか日、 

〇ケースツマミを両手で巧し下げる。 

@なにケースツマミを 外側へ開いて 

持ち上げる。 









をが水□ふた ~ 

ほこりの侵入を防ぎまず。 

(空気置換用のル巧びあ D ます。 

をが水 □ - — ^ 


スチーム増量ボタン 

巧すと スチームび 増量します。 


•スチームボタン 

巧すごとに切り替わります。 


「MAXJ 目盛 

満水の位置です。 
かけ由](チタンコート※） 一 

※チタン化合物含有 
フッ素樹脂加工 
摩耗してち、こびりつを 
防止の効果は5すれますう 
び、使えます。 / 



ドライ スチーム 
パ とつて 


.繊維案内表示 


八ンドル 




コ-ド 



胃^^ ム^ カバ-^ド 


ケ-ス 


ケースツマ= 


知つておいていただをたいこと 


コードレスアイ□ンについて 


コードレスアイ□ンは、スタンドに置くと給電し、設定温度を保ちます。 

•アイ□ンかけの動作は、かけ続けでなく 「かける」 と r 巧類を壁えるために置く」 のくり返しです。 

この r 置くとき」 に、スタンドへ戻すことで設定温度をなち、コード付さのちのとほぼ同じよラにお使いいた 
だけます。 

♦スタンドよりはずし、スチーム増量ボタンを使用せず連続してスチームアイ□ンかけでさる時間は、使用条 
件により異なりますび、（高）温度設定で約60砂〜約7□砂です。 


ワンポイントアドパイス 


♦スチーム/ U レブ機構について 

ご使用中、かけ面温度び下びるとスチームバルブび動 
作し、スチームび止まりまず。また、動作するとを内 
部で「カチン」と音びしますび、異常ではありません。 

♦アイ□ン本化を振つたとをの「カタカ 
夕音 J について 

弁などび動く音でず。異常ではありません。 

• スチーム巧をつまりにくくするには 

収納ずる前に、「高」位置に合わせ給電してから、ご不 
用の巧の上で2〜3回「スチーム増量ボタン」を押して 
<ださい。 

(スチームのパワーにより水あかをつまりにくくするク 
1」一ニング効果びあります。） 


♦アイ□ンをスタンドに置いたとを 

• 「シュー.シュー」と音びする場合びありますび、 
異常ではありません。 

スチームボタンは必ず「ドライ」にしてください。 

• 「スチーム」になっていると水蒸気や湯滴び出つづ 
けます。 

♦巧地を傷めないために 

低温' 中温の巧 i 也および熱に弱い巧地には、目立たな 
い部分に「ためしびけ」をし、必要に応じて「当て巧」 
をして < ださい。 

♦接着お地など、のりび付いているをの 
にアイ□ンをかけるには 

必ず、タオルなどの r 当て巧」をして、アイ□ンかけを 
して < ださい。 
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1 電源プラグをコンセントに是し込む 

ケースをはずしてか日、コードを引き出し、 電源 プラグをコンセントへ差し込む。 



2水タンクに水を入れる 

ドライアイ□ンとしてお使いになるときは、水タンクに水を入れなくても、お使いいただけます。 


水こぼれ防止のためにスチームボタンをドライにし、水タンク 
をはずして水を入れる。なにを 排水□ふたの 先端を f 甲して しつ 
かり締めてから、水タンクを取り付ける。 

♦水タンクび熱くなっている場合びありますのでごミ主意ください。 




•「 MAXJ 目盛に Lb 、 ミち水しないでください。 

(スタンドに置いたときスチームび出てスタンドび結露します。) 
♦を水の時、水びこぼれたとさは必ず布でふさとつてください。 
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スチーム アイ□ンとしての使い方 


スチームボタンを巧し下げて、「ドライ J にしてください。 H 

1使い方 スチーし 


① 必ず r 高 J 位置に温度設定してください。約己0秒後パイ□ットランプ 
び消え、適温になったことを知日せます。ランプび点灯している間は使 
ねないで < ださい。 

② アイ□ンを水平にしてスチームボタンを巧し上げて r スチーム J にする 
と約3〜已秒後、スチームび出始めます。 

傾けたり前後にはげしく動かすとを排水口やスチーム巧より水や湯滴 
び出ることびあります。 

③ 使いはじめやスチームの出方び弱いときは、「スチーム増量ボタン J を 
]〜2回巧してください。または「スチームボタン J をゆっくり]〜2 
回巧してください。 

④ 化せん•絹-毛など熱に弱いものにかけるときは、当て布をしてくだ 
さい。 

⑥水タンクの水び無くなりました日、「使いはじめる前に」の「2水夕 
ンクに水を入れる」の手順でミ主水してください。 




スチーム増量ボタンの使い方 


おず 「高」 位置に温度設定してください。「高」位置しソタ+に設定すると湯滴び出たり、スチームび出ないこと 
びあります。 

パイ□ットランプび消え、適温になったことを巧らせます。ランプび点なしている間は使わないでください。 


r スチーム増量ボタン」は、ドライ•スチームどち日の位置でちご使用でさます。 


r スチーム増量ボタン J は1回の給電で連続して己〜己回ご使用できます。 

※連続して「スチーム増量ボタン」を使用する際は必ず4砂間隔で押してください。 


アイ□ンを水平にし、 「スチーム 増量 ボタン」 を操作する。 

♦「スチーム増量ボタン」を 4 秒間隔より早く操作するとスチームび出に 
くくなったり湯滴び出る場合びあります。 

参使いはじめにスチームび出にくいとさは「スチーム増量ボタン」を 
1~2回 押してください。 

•タンクの水び少なくなつてきてスチームび出にくいとさは、 「 MAX 」 
目盛まで再を水してください。 

♦アイ□ンを横 や 逆さにしないでください。水もれすることびあります。 


お願い 

• 「スチーム増量ボタン」の操作び重くなったりスチームの勢いびなくなった後ち、「スチーム増量ボタン」 
を押し続けると、湯滴や水ちれや故障の原因になりますのでおやめください。 

♦スチーム使用中に「スチーム増量ボタン」を押した場合、かけ面の温度び下びってスチームび出にくくなりまず。 
♦ r スチーム増量ボタン」を使用したを、「スチーム」状態でのスチームは約3〜已砂を出始めます。 

♦ r スチーム増量ボタン」の使用回数びをいとかけ面の温度び下び つて 「スチーム」状態でのスチームの勢いび 
な< な0ます。 
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2 給電 


① アイ□ンを使用していない(衣類を整えている）ときやスチームの 
勢いびなくなったとさは、スタンドへ戻して給電してください。 

② アイ□ンをスタンドへ戻すとき、スチームボタンを「ドライ」に 
してください。そのまま戻しますと「かけ面 J のスチーム巧か日 
水蒸気、湯滴び出つづけます。 

③ 給電中はパイ□ットランプび点灯します。ただしかけ面の温度び 
設定温度の範囲内の場合、パイ□ットランプは点灯しません。 

④ 再使用のときは、パイ□ットランプび消えたことを確認してか日 
使巧してください。 


ドライに 

ずる 



かたむさ-ガタつさが 
ないか 確認 してください。 


3収納 

1. スライドスイッチを r 切 J にして電源プラグを持ってコンセントか日 
巧いてください。本体を;令ましてください。 

2. 水タンク内部のヌメ U 、 ミちれ付着防止のため、スチーム 
ボタンをドライにし、水タンクの水を捨てる。 

♦水タンクび熱くなっている場合びありますのでごミ主意 

くださし、。 



3. コードを収納する。 

※ち図のように電源プラグとコードを持って、 

卷さ込んで < ださい。 

〇矢印の方向にコードを約已〜] 0 cm 程度引く。 

@巧に、コードをゆっくりと戻す。 

♦コードびよじれているときは、よじれをもとに戻 
してから、ゆっくりと卷さ込んでください。 

* コードをホ印じ(上引っ張ったときは、みし強めに 
引っ張ってから巻を込んでください。 



4. ケースを傾けずに、まっすぐかぶせる。 



アイ□ンを持ち運ぶとき 

ケースの上面を手で押さえて、ケ 
-スびスタンドに確実にセットで 
きているか確認してください。 
※ケースの片側のみび引つかかつ 
た状態で持ち運ぶと、アイ □ 
ン■スタンドび落下することび 
あります。 
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ドライアイ□ンとしての使い方 


1温度調節 

スライドスイッチを操作して布地に合った温度に切り替えてください。 

(「絵表示の見かたと温度の関係」をご覧ください） 

2使い方 

① パイ□ットランプび消えました日ご使用ください。 （ r 低」位置で約4□秒後） 

② ドライ使用時は水タンクにミ主水する必要はありません。 

3給電 

アイ□ンを使用していない（あ類を整えている）ときは、スタンドへ戻してください。ただし、かけ面 
の温度び設定温度の範囲内の場合パイ□ットランプは点灯しません。 

4収納 

スライドスイッチを r 切 J にしてか日差込みプラグを持ってコンセントか日巧いてください。 

水タンクに水び入っている場合は 「スチームアイ□ンとしての使い方 J の 「3収納 J を参照ください。 
(陪9ページ） 


絵表术の見かたと活度の関係 （ドラィァィ□ンの場合) 


給表示の見かた例 給表示と温度の関係 


繊維製品の 
絵表 71^ 




衣類•巧地の 
種 類 

アク U ル 
アク U ル系 
ポ U ウレタン 
ポリプロピレン 

絹•毛•ナイ□ン 
ビニ□ン•レーヨン 
キュプラ•アセテート 
ポリエステル 
ポ U ノジック 

綿 

麻 

温度設定位置 

お 

中 

高 

かけ面の温度 

約] 0 crc 

約]巳 0 °c 

約]日0む 

1使えるまでの時間 

約40秒 

約已〇秒 

約巨0秒 


※ミ昆妨の場合は、1氏いちの繊維の温度に合わせてください。 
※かけ面の温度は、かけ面中/じの平巧温度でず。 

※使えるまでの時間は、本体び;令えている状態からの時間でず。 



— 線は指示温度で当て巧を 
する意味です。 

裏から 

おお温度で布地の裏からかける 
意味です。 


アイ n ンかけはでさません。 

その他 r スチーム禁止」などの表示び 
あれば、その表示に従ってください。 


♦絵表示びない布地には、スライドスイッチの「低」位置で合わせてください。 
♦ミ昆妨の場合は、ほい方の繊維温度の設定にスライドスイッチを合わせてくだ 
さい。 

♦厚手の綿•麻などには、当て布をして震ふきをし、ドライアイ□ンをかけま 
すと、さらにきれいに仕上びります。 

♦アイ□ンを置いたままにしたり、極端にゆっくり動かしたりしますと、布地 
に合った温度設定でち布地をいためることびありますのでごミ主意ください。 
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上手なアイ□ンのかけ方 


アイ□ンかけの基本動作 


■アイ □ ンかけは I 頃巧よ<かける 

•低温のものから高温のものへ順番に巧地に合った温度でかけます。ィ 
アイ□ンかけの前にを類を分類しておけば能率的です。 ’ L ~~^ ^ - 


■程くすべ6す 

ワイシャツ.八ンカチの 




■しっか0押さえる 

パンツ-スカートの折り目 




■テクニックを身につける 


■ r スチーム J は程く浮かせる 

セーター-ネクタイのふつく5 



両手をうまく使う 

♦かけやすいよラにアイ□ンを 
持ちかえて。 



■クイシヤジ 


-方向にかける 縫い目は引っ張りざみに 

♦往復は戻りジワのちと。 ♦細かいシワび残日ないよラに。 




♦混巧の袖や肩などの仕上げに一►スチームアイ□ン 

袖の仕上げ 肩（ヨーク）仕上げ 


テーブルの巧端 
を利用して両肩 

をかけます。 



袖下の禮い目を 
基準にして、袖 

下か日袖山へ向 
かって一方向に 

かけます。 



■七一ター 

♦全体仕上げや袖□の部分仕上げに一「スチーム増量」 

アイ□ンかけ面び触れる程度で 、スチーし 

を全体にかけておをととのえます。 

伸びさつた袖口やゴム編み部分には、たつ 

ぷり スチームを かけ、たて方向に引っ張り 
なび日ととのえます。 
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■かけ面に巧びか 6 みつくとをは… 

♦静電気び発生しています。かけている衣類を最後まですべ日せ 
てか日、アイ□ンを持ち上げるか、当て布をしてください。 


スプレーのりをほ用する場合 




綿•お]00%のワイシャツ製品などのアイ□ンびけに 
おすすめです。 

洗濯物をよく乾かしてか日スプレーのりをかけ、 

必ず「ドライ J でアイ□ンかけをします。 

少し固めに仕上げたいときは…… 


ワイシャツの襟、カフスなどのパ U ッとした (スプレーのり) 一をくり返します。 
仕上げに使います。 ' - ' 


度に多量のスプレーのりをかけると、'! 
I かけ面にこびりつく原因となります。/ 


お手入れ (電源プラグを巧き、よく;ちえてか 5) 


■ 本な:やかけ面などの巧れは、 

♦やわ日かいめれた布でふいてください。 

(スプレーのりを使用した後は必ずふいてください） 

♦びんこな巧れは、中性洗剤を含ませた布でふいてください。 

※みびさ粉-シンナーなどは使わないでください。 

■ スチーム巧をつまりにくくするには、 

♦ r 高」位置に合わせ給電してか日、ご不用の布の上に2〜3回 
「スチーム増量ボタン」を巧してください。 

■スチーム巧びつまつたとをは、 

♦つまよラじで掃除したあと、「高」位置に合わせ給電してか日、ご不用の布の上で 
「スチーム増量ボタン」を数回巧してください。 



12 







故障かな？と思った 6 


巧 障 かな ？ と 届 I つた5…この表を見なびらチェックしてください。 

直らないとさは修巧をご依頼ください。 


症 ：!犬 


調べるところ-対処ち法 

参照ぺージ 



熱くな日ない 


♦電源プラグをコンセントに しっかり差し&ん でください。 
♦アイ□ンをスタンドへ 正しくセット してください。 

7-9 



スチームが 

出ない/ 

少ない 


♦スライドスイッチを r 高」位置にしてください。 

♦スチームボタンを ゆっくり2〜3回巧して ください。 

• r スチーム増量ボタン J を 1〜2回操作して ください。 

♦パイ□ットランプび 点な しているときは、 消な になるまで 
待ってください。 

♦水タンクの水びすくなくなっています。水を足してください。 
♦アイ□ンをスタンドに戻して給電してください。 

8-9 



水漏れ-湯滴 
が出る 


♦「スチーム増量ボタン」は、 4〜己砂 間隔で巧してください。 
♦パイ□ットランプび点！口しているときは、 消 巧になるまで 
待ってください。 

♦水タンクびキチンと取り付けられているか、確認してください。 

7 • 8 • 9 



パイ□ット 
ランプが 
点なしない 


♦アイ□ンをスタンドへ 正しくセツト してください。 

♦かけ面の温度び設定温度の範囲内です。アイ□ンを一旦 
冷ましてください。 

9 



布地が焦げる 


♦温度設定を適温に合わせるか、 r 当て巧 J をしてください。 

また、洗濯した巧類に洗剤び残っている場合、アイ□ンの 
熱を加えると、な類び茶色になることびあります。 

※巧類をよくすすざ、乾かしてからアイ□ンびけをしてく 
ださい。 

6-10 



スチーム（特に 
スチーム増量時） 
暧出時に 
白い粉が出る 


♦水に含まれる鉱物質などび出るちので異常ではありません。 
♦白い粉び巧類についた場合は、仏っていただくと取れます。 

7-12 


※チタンコートは長く使用しますと摩耗してこびり付防止の効果はラすれますびそのままお使いいた 
だけます。 

※ネ刃めての給電時に、臭いびすることびあります。 

※水タンク内に水滴び付くことびありますびしば日くするとなくなります。 

※スタンドを塩ビシート貼りの家具やフ□一 U ングの床や台に長期間置くと、ゴム足の跡びつくこと 
びあります。 


13 





保証とア フターサービス (よくお読みくださし、) 


アフターサービス等について、おわかりにならないときは、お買い上げの販売店かご相談窓 □ 
記）にお巧合わせください。 


/ - 

〇保証書 

(表紙の続きにありまず） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入をお確かめの 
ラえ、販売店か日受取っていたださ、内容をよくお読みの後大切に 
保管して < ださい。 

I 操話崩聞 一 お 買 U 王が白かを南ち す。^ 

@修埋を依頼される 
とを 

BS ' l 3ページの表に従って調べていたださ、直らないとさには必ず 
電源プラグを巧いてから、なの処置をしてください。 


保 証 

期間中 

保証書の規定に従ってお買い上げの販売店び修理をさせていたださ 
ますので、恐れ入りますび、製品に保証書を添えてご持参ください。 
お買い上げの販売店にご依頼にな日ない場合には、ご相談窓口 
下記）にご連絡ください。 

保証期間 

経過後 

お買い上げの販売店にご依頼ください。修理すれば使用でさる製品 
については、ご希望により有料で修理致します。 

販売店にご依頼にな日ない場合には、ご相談窓口 （ BS " 下記）にご連絡 
ください。 

® 補修用性能部品の 
保有期間 

アイ□ンの補修用性能部品（機能維持のために必要な部品）の保有 
期間は製造巧切り後已年です。 

この期間は経済産業省の指導によるちのです。 


日立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、お居されたり、贈物でいただいたものの修理などで、ご不明な点は下記窓□にご相談ください。 


イ彦理など アフターサービスに 


関ずるご相談は 

TEL 

0120 -3121- 巨 8 

FAX 

0120 -3121-87 


商品情報やお取り扱いに 
ついてのご相談は 
TEL 0120 -8802-28 
FAX 03-32 巨 0-9739 


—瓶ご巧談窓口 家電品につしにのご意見やご要望は各地区の お客様相談センターへ 


担当地域 

電話番号 

所在地 

化ミ毎道化区 

01 1-833 -已088 

札幌市白石区ま札幌2条 4- 1 - 10 

東北地区 

022 -232 -已088 

仙台市直城野区扇お 1-1-4 已 

関ま-甲信越地区 

03-3834-8 已88 

台ま区ま上野 2-7 -日（日立家電上野ビル） 

中部地区 

〇已 2-79 己-已〇88 

名古屋市守山区新ず町已日（曰立家電新ず山ビル） 

関西地区 

078 -431 -已088 

ネ申戸市ま灘区甲南お 1-3-8 

中国地区 

082 -231 -已088 

広島市西区観音新お 1-7- 17 

四国地区 

0877-47-1088 

坂出市林田町428己-143 

九州-巧縄地区 

092 -281 -已088 

福岡巿博を区店屋お 7-1 8 (博を渡辺ビル） 


•ご相談窓口の名称、所在 i 也等は変更になることびありますのでご了承ください。 
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愛 I 眉点検★長年ご使用のアイ□ンの点検を 







持込修理 


家庭用コードレススチームアイ□ン保証書 

保証期間内に取扱説明書、本体ラベル等のま意書さにしたがって正常な状態で使用していて故障した 
場合には、本書記載内容にもとづきお買い上げの販売店が無料修理いたします。 

お買い上げの曰から下記の期間内に故障した場合は、商品と本書をお持ちいたださ、お買い上げの 
販売店に修理をご依頼ください。 


お 

名 

CSI-33 

※お買い上げ曰 

保 証 期 間 

平成 年 月 曰 

本体： 1 年 

ぷ 

お 

客 

様 

ご住所 

ご芳名 

干 - 

様 

ぷ 

販 

売 

店 

住所 

店名 

干 - 

TEL 


^印欄に記入のない場合は無効となりますので必ずご確認くださし、。 


く無料修理規定> 

1. 取扱説明書、本体ラベル等の注意書に従った使用状態で保証期間内に故障した場含には、無料修理をさせていただ 
さます。 

(イ）無料修理をご依頼になる場含には、お買い上げの販売店に商品と本書をご持参ご提示いただきお申しつけく 
ださい。 

(□) お買い上げの販売店に無料修理をご依頼にならない場ち口ま、ご相談窓 □ (臨14ぺージ）にご相談ください。 

2. ご転居の場含の修理ご依頼先等は、お買い上げの販売店またはご相談窓 □ (臨14ぺージ）にご連絡ください。 

3. ご贈答品等で本保註書に記入の販売店で無料修理をお受けになれない場さには、ご相談窓□(瞻=14ページ）へご 
連絡ください。 

4. 保証期間内でち次の場含には原則として有料にさせていただをます。 

(イ）使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障巧び損傷 

(□) お買い上げ後の輸送、落下などによる故障及び損傷 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他天災地変、異常電圧、指定列の使用電源（電圧、周波数）などによる故障及び損傷 

(二） 車輛、舶邮等に搭載された場合に生ずる故障及び損傷 

(ホ）一般家庭用 L ソ列（例えば業務用など）に使用された場ちの故障及び損傷 

(へ）腐食、スチーム巧づまりによる故障及び損傷 

(卜）プラスチックの表面（かけ面のコーティングも含む）及びメッキの摩耗や巧痕による損傷 
(チ）本書のご提示がない場ち 

( U ) 本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場含、あるいは字句を書を曽えられた場含 
已.本書は日本国内においてのみ有効です。 

6 . 本書は再発行いたしませんので大切に保管してください。 


• この保証書は本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修理をお約束するちのです。従ってこの保証書によっ 
て、お客様の法律上の権利を制限するちのではありませんので、保証期間経過後の修理についてご不明の場含は、 
お買い上げの販売店またはお近くのご相談窓□にお問含わせください。 

• 保証期間経過後の修理や補修用性能部品の保有期間については取扱説明書の「保証とアフターサービス」（腐 M 4 
ページ）をご覧ください。 

• This warranty is valid only in Japan. 


修理メモ 


株式会社日立リビングサプライ 


k 干1巨吕 -0814 東京都新宿区新か川町 6-29( アク□ポリス東京） 

L TEL. 03(3 吕 60) 白611 

\ FAX.03(3 吕巨 0)9739 

ocxxxxxxoo^oo^oo^oo^oo^ooloo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^ooooocoo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oo^oojjoocxoo^oo^o 







